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第２章　給料関係（復職時調整）


６　復職時等の号給の調整
○　概　要
(1) 休職又は長期休暇のため勤務しなかった職員が復職し、又は、再び勤務するに至った場合において、部内の　　他の職員との均衡上必要があると認められるときは、その者の号給を調整することができる。
(2) 調整期間については次の換算率により換算した期間を調整期間として調整する。
休職期間等調整換算表（初任給規則別表第３１）
	事由
	引き続いて勤務しない期間についての換算率

	1　次に掲げる事由により休職を命ぜられた場合
一　公務上負傷し、若しくは疾病にかかり、又は通勤により負傷し、若しくは疾病にかかつたこと。
二　水難、火災その他の災害により生死不明又は所在不明になつたこと
（公務上の災害又は通勤による災害を受けたと認められる場合に限る。）。
三　職務に関連ある学術に関し長期にわたる調査研究又は指導に従事すること。
2　公務上負傷し、若しくは疾病にかかり、又は通勤により負傷し、若しくは疾病にかかり、そのために休暇を与えられた場合
3　外国機関等派遣条例第２条第１項の規定により派遣された場合
4　公益的法人等派遣条例第２条第１項の規定により派遣された場合
5　育児休業法第２条の規定により育児休業をした場合
6　大学院修学休業をした場合
7　大学等課程の履修に係る自己啓発等休業（職員としての職務に特に有用であると認められる場合に限る。）又は国際貢献活動に係る自己啓発等休業（以下「特定自己啓発等休業」という。）をした場合
8　勤務時間条例第１６条の規定により介護休暇を与えられた場合
	３分の３以下

	休職期間が満了した職員が定数に欠員がないために引き続き休職を命ぜられた場合
	３分の２以下（ただし、先行する休職の事由が公務又は通勤に基づく場合は、３分の３以下とすることができる。）

	専従許可を受けて休職となつた場合
	３分の２以下

	1　特定自己啓発等休業以外の自己啓発等休業をした場合
2　配偶者同行休業をした場合
	２分の１以下

	1　心身の故障（公務上の負傷若しくは疾病又は通勤による負傷若しくは疾病に係るものを除く。）により長期休養をなすため休職を命ぜられ、又は休暇を与えられた場合
2　水難、火災その他の災害により生死不明又は所在不明となり、そのために休職を命ぜられた場合（公務上の災害又は通勤による災害を受けたと認められる場合を除く。）
	３分の１以下（ただし、結核性疾患にあつては、２分の１以下とすることができる。）

	刑事事件に関し起訴され、そのために休職を命ぜられた場合
	０（ただし、無罪判決を受けた場合は、事情により３分の３以下とすることができる。）


備考１　この表により換算する休職等の期間は、復職等の日において受けている号給を受けるに至った日以後の休職等の期間に限るものとする。
　　　２　派遣職員に関するこの表の適用については、派遣先の業務を公務とみなす。

(3) 平成29年1月1日以後の期間に係る復職時調整として次のとおり行うことができる。
ア　復職時調整の用語
(1) 算定期間：基準期間（規則第38条第4項に規定する基準期間をいう。以下同じ。）をいう。
(2) 基準日：休職等の期間の初日の属する算定期間の初日をいう。
(3) 基準号給：休職等の期間の初日において受けていた号給（同日が昇給日前3月以内にある場合にあっ
ては、当該昇給日において受けていた号給）をいう。
（例）

[image: image1]
イ　復職時調整の基本的な要領
　　復職等の日（上記①）、復職等の日後における最初の昇給日（上記②）及びその次の昇給日（上記③）において、基準号給の号給数に、各算定期間（上記Ａ～Ｃ）の類型に応じて次の(ｱ)～(ｳ)の算定式により得られた調整数を合計した数（合計した数について１未満の端数を切捨て）を加えて得た数を号給数とする号給を超えない範囲内で行う。
　　なお、復職等の日における復職時調整は、基準日から復職等の日の直前の昇給日の算定期間（上図では算定期間Ａ）に係る復職時調整を行い、復職等の日後の最初の昇給日における復職時調整は、基準日から当該昇給日までの算定期間（上図では算定期間Ａ、Ｂ）に係る調整を行う。
· 　調整数の算定方法
(1) 一つの算定期間のすべてが休職等の期間である場合（上図では算定期間Ｂ）
	①　②以外の場合（通常の場合）の当該算定期間に係る調整数


休職等の期間について定められた換算率を乗じて得た期間（調整期間）に応じて、以下の式による。
	調整数＝標準号給数× EQ \F(調整期間（１２月×換算率）の月数,１２月) 


注：調整期間の月数、調整数の算出にあたっては、すべて端数処理を行わない。
	②　算定期間中に次に掲げる事由があった場合の当該算定期間に係る調整数
　ａ　昇給評語のいずれかが下位（Ｃ又はＤ）の段階である職員
　ｂ　評価終了日以前１年間において懲戒処分を受けた職員
　ｃ　人事評価終了日の翌日から昇給日の前日までに懲戒処分を受けた職員


　①の「標準号給数」に代えて、昇給の取扱いに準じて得られる号給数を算定の基礎とした以下の式による。
	調整数＝　 EQ \A(昇給の取扱い,に準じて得ら,れる号給数　) ×　 EQ \F(調整期間（１２月×換算率）の月数,１２月) 


注：調整期間の月数、調整数の算出にあたっては、すべて端数計算を行わない。
(2) 一つの算定期間に休職等の期間以外の期間が含まれる場合（上図では算定期間Ａ、Ｃ）
	①　②または③以外の場合の当該算定期間に係る調整数


	調整数＝標準号給数× EQ \F(合算期間（休職等の期間以外の期間＋調整期間）の月数,１２月) 


	②　算定期間後の最初の昇給日に昇給（初任給規則第40条、第41条に定める昇給を除く。）した場合で、その昇給号給数が①又は③の調整数より大きい場合の当該算定期間に係る調整数


	調整数＝当該昇給日に昇格した号給数に相当する数


	③　休職等の期間以外の引き続かない病気休暇等で勤務しなかった日数が合算期間の

  ６分の１以上となる場合、又は、算定期間中に停職、減給、戒告があった場合の当該算定期間に係る調整数


①の標準号給数に代えて、昇給の取扱いに準じて得られる号給数を算定の基礎とした以下の式による。
	調整数＝　 EQ \A(昇給の取扱い,に準じて得ら,れる号給数　) ×　 EQ \F(合算期間（休職等の期間以外の期間＋調整期間）の月数,１２月) 


(3)  一つの算定期間中に初任給規則第４０条（研修、表彰による昇給）又は第４１条（特別の場合の昇給）に定める昇給をした場合
(ｱ)又は(ｲ)により得られた調整数に、規則第４０条又は第４１条に定めるところによる昇給の号給数に相当する数を加えた数をもって当該算定期間に係る調整数とする。
ウ　昇格をした場合の復職時調整
休職等の期間中又は復職等の日から復職等の日後における最初の昇給日までの期間中に昇格をした職員の昇格の日以後に行う復職時調整は、次のとおりに行う。
(ｱ)　昇格の日を復職等の日とみなして、イに従い、基準日から昇格の日の直前の昇給日の前日までの期間に係る仮定上の復職時調整を行う。
(ｲ)　(ｱ)で得られる号給から昇格を行ったものとした場合の昇格直後の号給を基礎として、イに従い、昇格の日の直前の昇給日以後の調整の対象となる期間に係る復職時調整を行う。
○　関係法令　
初任給規則
（復職時における号給の調整）
第48条　休職にされ、若しくは法第55条の2第1項ただし書の規定による許可（以下「専従許可」という。）を受けた職員が復職し、派遣職員若しくは地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第110号。以下「育児休業法」という。）第2条の規定により育児休業をし、大学院修学休業（教育公務員特例法（昭和24年法律第１号）第26条第１項に規定する大学院修学休業をいう。以下同じ。）をし、職員の自己啓発等休業に関する条例（平成19年福島県条例第87号）第2条第1項の規定による自己啓発等休業（以下「自己啓発等休業」という。）をし、若しくは職員の配偶者同行休業に関する条例（平成26年福島県条例62号）第2条の規定による配偶者同行休業（以下「配偶者同行休業」という。）をしていた職員が職務復帰し、又は休暇のため勤務しなかった職員が再び勤務するに至った場合において、部内の他の職員との均衡上必要があると認められるときは、休職の期間、専従許可の有効期間、派遣の期間、育児休業の期間、大学院修学休業の期間、自己啓発等休業の期間、配偶者同行休業の期間又は休暇の期間（以下「休職等の期間」という。）を休職期間等調整換算表（別表第31）により換算して得た期間を引き続き勤務したものとみなして、復職し、若しくは再び勤務するに至った日、同日後における最初の昇給日又はその次の昇給日に人事委員会の定めるところにより、昇給の場合に準じてその者の号給を調整することができる。
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